
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 １０６ 

令和５年度 家庭科 

 

教科 家庭 科目 家庭演習 
単位

数 
２単位 年次 ２年次 

使用教科書 家庭基礎 自立・共生・創造 （東京書籍） 

副教材等 2022 生活学Ｎａｖｉ 資料+成分表 （実教出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

家庭科は生活そのものを学びの対象としています。家庭科を学ぶことによって、人間の生涯にわ

たる発達と生活の営みを総合的にとらえ、生活に必要な知識や技術を身につけ、主体的に自分自

身のライフスタイルを築いていくことができます。自分が思い描く人・物・環境との理想的な関

りを考え、将来にわたって幸せな暮らしができるよう積極的に学びましょう。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

・生活を主体的に営むために必要な人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活、環境などの

基礎的なことについて理解を深めている。 

・生活の中から問題を見いだして課題を設定し実践を評価・改善し、考察したことをまとめることが

できている。 

・地域社会に参画し共に支え合う社会の実現に向けて、主体的に実践しようという態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

人間の生涯にわたる発達と

生活の営みを総合的に捉

え，家族・家庭の意義，家族・

家庭と社会との関わりにつ

いて理解を深め，生活を主

体的に営むために必要な家

族・家庭，衣食住，消費や環

境などについて理解してい

るとともに，それらにかか

わる技能を身につけてい

る。 

生涯を見通して，家庭や地域

及び社会における生活の中

から問題を見いだして課題

を設定し，解決策を構想し，

実践を評価・改善し，考察し

たことを根拠に基づいて論

理的に表現するなどして課

題を解決する力を身につけ

ている。 

さまざまな人々と協働し，よ

りよい社会の構築に向けて，

課題の解決に主体的に取り

組んだり，振り返って改善し

たりして，地域社会に参画し

ようとするとともに，自分や

家庭，地域の生活を創造し，

実践しようとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

食
生
活
を
つ
く
る 

食生活 

①栄養素と各食品 

②調理実習 

③食事摂取基準と 

食品群別摂取量の 

めやす 

④栄養計算  

a: 食事摂取基準や食品群別摂取量な

どを理解し，実際にバランスのよい食

事計画を行うことができる。また調理

技術を身につけ，実際に調理ができる

ようになる。食と健康の関わりについ

て理解している。日常用いられる食品

の栄養素的特質、調理上の性質につい

て科学的視点から理解している。日常

食の調理について、栄養バランスのよ

い献立作成、食材の選択、調理、盛り

付け、配膳などについて総合的に理解

している。 

b: 自身の食生活を分析し、現代の食

生活の傾向と課題について考え、まと

めたり、発表したりしている。食事摂

取基準や食品群別摂取量のめやすを

活用し、献立を考える。 

ｃ: 自分自身の食生活について関心

をもつとともに、自分や家族の食生活

について意欲的に改善・向上に努めよ

うとする。調理実習においては、積極

的に参加し、取り組もうとしている。 

 

 

生徒観察 

 

学習 

プリント 

 

定期考査 

 

調理実習 

 

実習 

レポート

  

 

 

生徒観察 

 

学習 

プリント 

 

定期考査 

 

調理実習 

 

実習 

レポート 

 

生徒観察 

 

学習 

プリント 

 

定期考査 

 

調理実習 

 

実習 

レポート 
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２
学
期 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

期 

            

衣
生
活
を
つ
く
る
／
子
ど
も
と
共
に
育
つ 

衣生活 

①衣服の素材 

②衣服と環境 

③被服実習 

  ハーフパンツ制作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保育  

①生命の芽生え 

②子どもの生活・遊び 

③子どもの権利と福祉 

a: 資源の有効利用の観点から、購入、

活用、手入れ、再利用、廃棄まで考え

た被服計画の必要性について理解し

ている 

被服製作実習を通して、基本的な縫製

技術を身につけている。 平面構成と

立体構成の特徴を理解している。 

b: 衣類の製造には，多くのエネルギ

ーが使われていることを知り、洗濯の

環境への影響，廃棄処分における環境

への影響を考え，リユースなど，環境

に配慮した衣生活につなげることが

できる。被服製作において、素材、色、

縫製などを工夫することにより着心

地のよい被服を作成している。 

ｃ: 自身の衣生活の分析を通して、衣

服について興味を持ち、現代の衣生活

について考えようとしている。 被服

製作実習に意欲的に取り組もうとし

ている。 

 

a: 人の発達において，保育がいかに

重要であるかを学び，誕生から幼児期

までの子どものからだと心の発達に

ついて理解する 

b: 子どもの心身の発達，現在の子ど

もを取り巻く状況や子育ての環境に

ついて，課題を見つけ，解決への考え

をまとめることができる。 

c: 子どもに対するイメージを 

膨らませ、実践的・体験的な学習を通

して、学習に取り組もうとしている。 

生徒観察 

 

学習 

プリント 

 

定期考査 

 

被服実習 

 

実習 

レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒観察 

 

学習 

プリント 

 

定期考査 

生徒観察 

 

学習 

プリント 

 

定期考査 

 

被服実習 

 

実習 

レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒観察 

 

学習 

プリント 

 

定期考査 

生徒観察 

 

学習 

プリント 

 

定期考査 

 

被服実習 

 

実習 

レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒観察 

 

学習 

プリント 

 

定期考査 
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経
済
生
活
を
営
む
／
住
生
活
を
営
む 

 

消費生活 

①経済の仕組みを知る 

②ライフステージと経済計画 

 

住生活 

①住生活の計画 

a: 家庭経済・国民経済などのしくみ

について理解でき，短期・長期的経済

計画の重要性を認識できる。安全で快

適な住生活を送るための知識を身に

つけ、環境にも配慮した住生活につい

て理解している。 

b: 現在の経済社会と家計との関係を

考えながら，家庭の収入・支出・預金

などについて，適切な考えをもち，判

断ができる。各ライフステージに応じ

た住居について考え、まとめることが

できる。 

c: 生涯を見通した家計管理の 

あり方について考えようとしている。

住居の手入れについて考えようとし

ている。 

 

生徒観察 

 

学習 

プリント 

 

定期考査 

生徒観察 

 

学習 

プリント 

 

定期考査 

生徒観察 

 

学習 

プリント 

 

定期考査 

 

 

 

 

３
学
期 

  


